







































































































































































































































































































































































































































































































東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 3 号　2017
たのは，みんな，生身の人間として生きてるんだ，と
いうことです」，「安心とか信頼は，プラスの面だけを
伝えて生まれるものではなくて，真実をどう伝えてい
くかが鍵になっていると思った」，「震災がいかに多く
の立場に影響を及ぼす出来事だったかについて，実感
を伴って学ぶことが出来た．被災者・当事者の一括り
だけではない，それぞれの苦悩やジレンマもあれば，
利害も関わってくる」といった言葉が並んだ．また，
とりわけ目にとまったのが，福島県いわき市出身の学
生の次のような感想である．
　一人の福島県民・いわき市民として，これだけ福
島のこと・いわきのことを考えて，行動している
地元の人々，そして学生など外部の人々がいてく
れるというのが，素直に嬉しかった．福島につい
てマイナスなイメージばかり持っていたが，頑
張っている人がいてマイナスなことばかりでない
と思った．
福島のマイナスイメージを払拭して，「明るい福島」
を見せようという努力は，多くの人々によってなされ
ている．しかしこの感想は，決して福島の抱える課題
を見ないようにするのではなく，真摯にそのことを見
つめ，一生懸命に考え，取り組むという行為が，人々
を勇気づける可能性があることを示唆している．東北
大学内にも，福島県出身者は少なくなく，親族や知人
に避難者がいる場合もある．こうした学生のことを思
えば，ボランティア活動やスタディツアーを通して，
「私たちは福島のことを忘れない，私たちは共に考え
続ける」という姿勢を示し，発信し続けることは，そ
れ自体が一つのエンパワメントに向けた行為となり得
るように思われる．
４ ．今後の展望―原発事故以降の福島に寄り添
い続けるために
原発事故の影響は，避難生活，廃炉，放射性廃棄物
の管理等，どこに焦点を当てても長期化することは避
けられず，支援は求められ続けている．何より，徐々
に状況が変化する中で，一人ひとりの声を丁寧に聴き
とりながら，求められる支援の形を考えていく必要が
ある．他方で，東日本大震災から5年が経過した後，様々
な支援活動は縮小し，資金面でも学生ボランティア活
動の継続は困難になりつつある．そうした中で，2017
年 4 月に避難指示解除が予定されている富岡町につい
て，現在学生数名が，現地NPOの富岡町3・11を語る
会及びコースターと連携しつつ，帰還を巡る住民の苦
悩に寄り添うワークショップの準備を進めている．語
る会の方は，学生に対して「苦しい選択を強いられて
いるこの現実を学んでほしい」と語って下さった．こ
うした声に応え，具体的な課題に向きあう中で，学生
たちは今も真摯によく学んでいる．
最後に，本学及び筆者の課題を二つ挙げておきたい．
一つは，正課外活動としての福島における学生ボラン
ティア活動の支援を継続することである．福島に関わ
る上で，現地支援団体や自治会との関係，放射線や原
発を巡る科学的な認識の必要性などに鑑みて，大学と
しての公的な支援は不可欠である．何より，子ども・
若者と関わる機会が減少した福島を生きる高齢者たち
は，大学生との関わりを強く求めて下さっている．も
う一つは，福島の課題に実践的な形で取り組む授業の
開発である．ボランティア活動と関連付けた福島での
教育活動は，専門性を生かした支援とは異なり，むし
ろ現地での支援活動を通して現在の科学や知識の限界
を問い直すという，極めて教養教育的な意義を有する
と筆者は考える．また，福島におけるボランティア活
動を通した学びは，普遍的な人権の尊重の視点を獲得
し，市民として社会問題に向き合う資質・技能を身に
着ける上で適しており，「人権教育に基盤を置いた市
民性教育」（若槻2014：44-46）として構想し得るので
はないかとの展望を持っている．これまでの正課外で
の学生ボランティア活動の成果を生かしつつ，原発事
故後を生きる人々に寄り添いながら，新たな学びのあ
り方を模索していきたい．
注
1 ） サービス・ラーニングの定義は様々であるが，ここで
は，「ボランティア活動などのコミュニティ・サービス
（地域社会に貢献する活動）と関連した体験を通じて学
習を進めていくもの」（若槻2014：64）と広義に捉えて
おく．
─  344  ─
江口  怜・学生ボランティアは福島で何を学んでいるのか
2 ） 福島県いわき市においては，津波被災者の居住する公
営住宅を「災害公営住宅」，原発避難者の居住する公営
住宅を「復興公営住宅」と呼び分けられている．
3） 阪神・淡路大震災後に生まれ，その後被災地で受け継
がれてきた「足湯ボランティア」は，タライにお湯を
はり，一対一で被災者・住民と向き合いながら手をも
みほぐし，10～15分程お話を聴くというものであり，
そこで聴き取られた言葉は「つぶやき」と呼ばれて支
援活動に生かされてきた（似田貝・村井2015）．
4） 正確には，「避難指示区域」である．
5） 同センターは2016年 4 月に解散したが，代表を務めた
白石清春氏が所属するNPO法人にその仕事の一部は引
き継がれている（白石2016a）．
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※支援室のボランティア活動に際して，これまでお世
話になった現地支援団体の皆さま，自治会関係者の
皆さま，他大学関係の皆さま，住民の皆さまにこの
場を借りて厚く御礼申し上げたい．なお，本事業の
遂行に際しては，復興庁による平成28年度「心の復
興」事業の助成を受けた．
